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１
０
０
年
以
上
も
続
く
伝
統

　
こ
ん
な
急
斜
面
を
神み

輿こ
し

を
担
い
で
お

り
て
く
る
の
か
―
―
。

　
水み

な無
月つ

き

神
社
（
弓
木
区
）
の
神
輿
は

小
高
い
弓
木
城
跡
の
蔵
に
納
め
ら
れ
、

２
年
に
一
度
里
に
担
ぎ
お
ろ
す
「
神
輿

お
ろ
し
」
が
地
域
の
伝
統
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、高
齢
化
と
担
ぎ
手
不
足
、

そ
し
て
、
担
ぎ
手
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
今
年
、
１
０
０
年
以
上
続
い
た

神
輿
お
ろ
し
に
幕
を
お
ろ
す
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
た
。

　
５
月
１
日
午
前
４
時
、
弓
木
区
内
に

集
合
の
合
図
の
ほ
ら
貝
が
鳴
り
響
く
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
地
下
足
袋
を
履
い

た
担
ぎ
手
た
ち
が
弓
木
城
跡
を
め
ざ

し
、
か
が
り
火
に
照
ら
さ
れ
た
急
斜
面

を
登
っ
て
い
く
。

　
頂
上
で
は
、
神
輿
を
水
平
に
保
つ
担

ぎ
棒
を
ロ
ー
プ
で
く
く
り
つ
け
る
作
業

が
行
わ
れ
て
い
た
。「
最
後
や
か
ら
し
っ

か
り
な
」
と
、
年
配
の
男
性
が
慣
れ
た

手
つ
き
で
後
方
か
ら
神
輿
を
引
っ
張
る

綱
を
取
り
付
け
、
出
発
の
準
備
が
整
っ

た
。
実
行
委
員
長
の
大お

お
つ
き
よ
し
ひ
ろ

槻
喜
宏
さ
ん
が

「
今
年
で
神
輿
お
ろ
し
は
最
後
に
な
り

ま
す
。
ケ
ガ
の
な
い
よ
う
に
」
と
担
ぎ

手
た
ち
に
声
を
か
け
る
と
、
出
発
を
告

げ
る
ほ
ら
貝
が
鳴
り
響
き
、
６
年
ぶ
り

の
重
み
を
肩
に
最
後
の
神
輿
お
ろ
し
が

始
ま
っ
た
。

多
く
の
人
に
見
守
ら
れ
て

　
「
ヨ
ー
イ
サ
ー
」
の
か
け
声
と
と
も

に
、
担
ぎ
手
た
ち
は
一
歩
ず
つ
ゆ
っ
く

り
、
ゆ
っ
く
り
と
斜
面
に
踏
み
出
す
。

足
元
は
朝
方
ま
で
の
雨
で
滑
り
や
す
く

な
っ
て
い
た
。
滑
り
落
ち
な
い
よ
う
に

最
前
列
の
担
ぎ
手
の
足
首
を
押
さ
え
る

者
、
そ
の
者
の
足
首
や
背
中
を
支
え
る

者
が
斜
面
を
は
う
よ
う
に
並
ぶ
。「
気

を
つ
け
ろ
」「
段
差
が
き
つ
い
ぞ
」
と

声
が
飛
び
交
う
。
30
分
ほ
ど
で
木
々
の

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
見
守
っ
た
担

ぎ
手
の
家
族
や
地
域
の
方
々
か
ら
大
き

な
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
た
。
神
輿
お
ろ

し
を
終
え
た
大
槻
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん

の
力
が
一
つ
に
な
り
無
事
に
神
輿
を
お

ろ
す
こ
と
が
で
き
た
。
感
無
量
で
す
」

と
安
堵ど

の
表
情
を
浮
か
べ
た
。

神
輿
渡と

御ぎ

ょ

は
継
続
へ

　
担
ぎ
お
ろ
さ
れ
た
神
輿
は
、
弓
木
城

跡
の
蔵
に
納
め
る
の
で
は
な
く
、
ふ
も

と
に
あ
る
旧
消
防
車
庫
で
保
管
さ
れ
る

と
い
う
。

　
「
こ
れ
が
最
後
の
神
輿
お
ろ
し
だ
と

思
う
と
少
し
寂
し
い
―
―
」。
ポ
ツ
リ

と
も
ら
し
た
担
ぎ
手
の
一
言
が
物
語
る

よ
う
に
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
一
つ
の
伝

統
に
幕
を
お
ろ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
し

か
し
、長
年
、神
輿
を
担
い
で
き
た
者
、

最
初
で
最
後
の
神
輿
お
ろ
し
を
経
験
し

た
若
者
、
そ
し
て
、
担
ぎ
手
の
雄
姿
を

見
守
っ
た
家
族
ら
の
心
に
し
っ
か
り
と

刻
ま
れ
た
地
域
の
伝
統
。こ
の
伝
統
は
、

来
年
以
降
の
神
輿
渡
御
と
と
も
に
、
次

世
代
に
語
り
継
が
れ
る
だ
ろ
う
。

①／神輿を担いで急斜面を下る　②／弓木城跡につながる
普段は静かな竹林　③／後方から神輿を引っ張る綱を取り
付ける　④／滑らないように地下足袋を履く担ぎ手
⑤／ほら貝の合図で進んでいく　⑥／斜面をはうように並
ぶ担ぎ手たち　⑦／一番の急斜面に向かう神輿　⑧／神輿
おろしを見守る地域の方々　⑨／神輿おろし後の朝食は地
域のソウルフード「うどん」

最後の
急斜面を下った
水無月神輿

【特集①】

①

③④

⑥

⑨

⑤

②⑦⑧
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４
月
27
日
、
28
日
の
２
日
間
、
加

悦
谷
祭
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
晴
天
に

恵
ま
れ
、
各
地
域
で
は
大
迫
力
の
神

輿
渡
御
や
神
楽
舞
、
勇
壮
な
太
刀
振

り
、
華
や
か
な
太
鼓
屋
台
や
囃
子
屋

台
の
巡
行
な
ど
、連
日
連
夜
の
稽
古・

準
備
の
成
果
が
披
露
さ
れ
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
後
野
区
で
は
、
京
都
府
登
録
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
後
野

の
屋
台
行
事
」
が
５
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
、神
楽
屋
台
と
４
台
の
芸
屋
台・

囃
子
（
太
鼓
）
屋
台
が
地
域
内
を
巡

行
。
中
で
も
、
宮
本
町
の
「
子
供
歌

舞
伎
」
に
は
、
子
た
ち
の
演
技
を
一

目
見
よ
う
と
、
多
く
の
見
物
客
が
詰

め
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
山
田
・
石
川
・
温
江
地

域
で
は
、
初
め
て
女
の
子
が
太
刀
振

り
に
参
加
す
る
様
子
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
近
年
の
少
子
化
の
中
、
伝
統
を

次
世
代
に
残
し
て
い
く
新
た
な
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

次
世
代
に

受
け
継
ぎ
た
い

伝
統
が
あ
る

加悦谷祭
４月27日・28 日

後野宮本町 子供歌舞伎
（寿式三番叟／ことぶきしきさんばそう）

①／下之町の囃子屋台　②／中之町の囃子屋台　③／上之町の囃子屋台　
④／大下町の太鼓屋台

【特集②】写真で見る与謝野の三大祭

⑥／囃子を奏でる中学生たち（算所）　⑦／柴神社境内の神楽奉納（与謝）　⑧／須代神社に向かう太鼓屋台（明石）　⑨／畠中神社に向かう太鼓屋台（滝）
⑩／国森神社境内の神楽奉納（金屋）　⑪／一宮神社に向かう太鼓屋台（加悦奥）　⑫／小虫神社境内の太刀振り奉納（温江）　⑬／地区内を巡行する神
輿（加悦）

加悦地域

①／女の子が初めて参加した太刀振り（石川）
②／かわいらしい稚児行列（四辻）
③／道振りをする子どもたち（下山田）　
④／太鼓をたたく子どもたち（幾地）
⑤／苦無神社境内の太刀振り奉納（上山田）
⑥／岩屋神楽組の神楽舞（岩屋）

深田神社の大人神輿（幾地区）

野田川地域

②

①

⑥

⑤

③

④

⑩ ⑨ ⑦

⑥⑧

⑫

⑪

①

②

③④

⑬

５年ぶりの屋台行事
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【特集②】写真で見る与謝野の三大祭

三河内曳山祭
５月３日・４日

五月晴れの下、５年ぶりに制限のないかたちでの開催となり、
沿道には多くの来場者があふれ、華やかな祭りとなりました。

①／倭文神社境内の神楽奉納
②／町主の掛け声で動き出す
　　山屋台
③／水田に映る子ども屋台
④／須代神社（明石地区）の
　　神を呼ぶ「神

かみ
招
お

ぎの儀式」
⑤／町内を巡行する山屋台
⑥／万歳三唱で打ち別れ
⑦／当たらないようにすれ違
　　う山屋台
⑧／屋台で囃子を奏でる子ど
　　もたち

岩滝祭
４月30日・５月１日

朝から小雨が降る中、岩滝祭が
営まれ各神社で神楽や神輿、太
刀振り、太鼓屋台などが奉納さ
れました。板

いたなみはちまん

列八幡神社（男山
区）では「弓

きゅう
 的
てき

の神事」を合
図に、神輿が区内の東西南北
４ヵ所の御旅所に向けて巡幸し
ました。

①／弓的の神事に臨む男性（男山）
②／役場本庁舎に到着した神輿（岩滝連合）
③／水無月神社（大内公園内）での神楽奉納（弓木）
④・⑤／子ども祭囃子（弓木）
⑥／東町・浜町・藪後区・立町の子どもたちが
　　披露した神楽舞（岩滝連合）
⑦／初となる女の子の太刀振り（石田）

①

②

⑥

⑦

④⑤

②③

⑤

⑧ ⑦ ⑥

③④

①
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【シリーズ／子育てするならこのまちで － Vol. ３】

実施施設と利用料

ショートショート
ステイ型ステイ型

● 京都府立医科大学附属北部医療センター（与謝野町）

※ 生活保護世帯および町民税非課税世帯に属する場合は 1,500 円／１泊（食事代３食分を含む）
※ 利用は出産に伴う入院から継続して入院する場合に限ります。一度退院すると利用できません

● みき助産院（舞鶴市喜多）

※ 生活保護世帯および町民税非課税世帯に属する場合は 1,500 円／１泊 + 食事代実費
※ 生後０か月から 3 か月までの赤ちゃんが対象です

出
産
後
１
年
以
内
の

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

　与謝野町では、出産後１年以内のお母さんと赤ちゃんが心身のケアや育児のサポートなどを受け、産
後も安心して子育てができるよう「産後ケア事業」を実施しています。一人でも多くのお母さんが安心
して育児ができ、少しでも休息がとれるよう実施していますので、ぜひご利用ください。
　なお、ご利用の際は「こども家庭センター（子育て応援課内）」へ電話にてご相談ください。利用希
望日などを確認の後、実施施設と事前調整が必要ですので、お早めにご連絡・ご相談をお願いします。

産後も安心して子育てを
● ご存じですか？　産後ケア事業

問　子育て応援課 ☎ 43-9024

対
象
者

助
産
師
や
保
健
師
、
看
護
師
、
保
育
士

な
ど
か
ら
授
乳
や
育
児
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
り
、
休
養
・
休
息
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
型 

・
・
・ 

原
則
、
７
日
間
（
６
泊
）
以
内
】

病
院
な
ど
の
空
き
ベ
ッ
ト
を
活
用
し

て
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
が
施
設
に

宿
泊
し
て
休
養
を
と
っ
た
り
、
育
児
サ

ポ
ー
ト
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型 

・
・
・
原
則
、　
日
以
内
】

日
中
、
実
施
施
設
に
て
個
別
ま
た
は
集

団
で
休
養
を
と
っ
た
り
、
育
児
サ
ポ
ー

ト
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

事
業
内
容
と

利
用
期
間

10

30,000 円／１泊（食事代３食分を含む）利用料

6,000 円／１泊（食事代３食分を含む）

6,000 円／１泊 + 食事代実費

44,000 円／１泊 + 食事代実費利用料

デイデイ
サービス型サービス型

（個別）（個別）

2,000 円／１日 + 食事代実費

2,000 円／１日（昼食代を含む）

● みき助産院（舞鶴市喜多）

※ 生活保護世帯および町民税非課税世帯に属する場合は 500 円／１日 + 食事代実費
※ 生後０か月から 3 か月までの赤ちゃんが対象です

● 峰山乳児院（京丹後市峰山町）

※ 生活保護世帯および町民税非課税世帯に属する場合は 500 円／１日（食事代１食分を含む）

15,000 円／１日＋食事代実費利用料

10,000 円／１日（昼食代を含む）利用料

どの施設もオトクにご利用できます

デイデイ
サービス型サービス型

（集団）（集団） 1,000 円／１日（昼食代を含む）

● かや山の家（与謝野町）

※ 役場の保健師や助産師、保育士が対応します。利用料については、京都府出産・子育て応援事業みらいくベビー
※ ギフト内から選べる『与謝野町出産・子育て応援ギフト（以下、「クーポン」）』を使用することができます

4,550 円／１日（昼食代を含む）利用料

補助後補助後

補助後補助後

補助後補助後

補助後補助後

補助後補助後

峰山乳児院（みねやま福
祉会ホームページから）

みき助産院（みき助産院
ホームページから）

　ギフトの対象となった子どもさん以外が事業を利用する場合
でも、現金に替わってクーポンが使用できます。
例えば・・・

「お母さんと赤ちゃんは産後ケア事業を利用、同日上の子ども
さんは一時保育を利用し、利用料はクーポンでお支払いしてい
ただくことが可能です」
　みらいくベビーギフト内で商品選びに迷った
ときは「与謝野町出産・子育て応援ギフト」を
選んでみてください。

みらいく
ベビーギフト

【デイサービス型（集団）
の様子】
①お布団でゆっくりと休
憩できます　②保健師が
入浴をお手伝いします
③・④地元の食材を使っ
た体にやさしいお昼ご飯
に会話がはずみます

かや山の家

北部医療センター

②④ ③ ①

「与謝野町出産 ・与謝野町出産 ・

子育て応援ギフト」子育て応援ギフト」

おすすめのご利用方法おすすめのご利用方法

見 本
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　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

６月の第３日曜日は父の日。本の中で活躍する個性的なお父さんの姿をご覧ください。父の日

『オー！　ファーザー』
伊坂幸太郎／新潮社

高校生の主人公は、４人の
父親と母との６人家族。当
時の母が同時に４人と付き
合っていたからという理由
ですが、麻雀好き以外はタ
イプの違う個性的な人物ば
かりで、彼らに振り回され
ることが日常茶飯事。普通
の高校生活を望む主人公が
巻き込まれる事件とは。

『ぼくのお父さん』
矢部太郎／新潮社

初物のタケノコをお父さ
んが絵をかき終わるまで
食べられず、冷めてしまっ
た思い出。家にいて掃除
や洗濯をしたあと、公園
で一緒に絵を書いたり遊
んだりするお父さん。絵
本・紙芝居作家である父
とのエピソードが優しい
タッチで描かれた１冊。

『とうさんはタツノオトシゴ』
エリック・カール　さのようこ／偕成社

子育てをする魚がたくさん
登場する絵本。おなかのポ
ケットに卵を抱えたタツノ
オトシゴのお父さんが、海
の中で出会うのは、子育て
中のお父さん魚たち。カラ
フルな魚の様子が仕掛け絵
本で描かれていて、夏を迎
えるこれからにぴったりで
す。

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

『手づくりビール読本　初心者から本格派・
ガーデニング派まで』　   笠倉暁夫／農山漁村文化協会

ベランダや庭でホップを栽
培して麦汁を手作りすれ
ば、お気に入りの味でオリ
ジナルビールを味わえる、
そんな夢がかなえられるか
も。原料の基礎知識やビー
ルの作り方だけでなく、ビ
アパーティーを楽しむため
のノウハウまで紹介した１
冊。

七夕・夏のおなはし会

【本　　　館】７月６日（土）午前 10 時 30 分～
【野田川分室】７月７日（日）午前 10 時 30 分～
【加 悦 分 室】７月 13 日（土）午前 10 時 30 分～

　　　　●『糖質疲労』山田悟／サン
マーク出版  ●『老いてお茶を習う』
群ようこ／KADOKAWA ●『日本初

の女性裁判所長三淵嘉子』平凡社

今月の
新着図書

一般書 児童書 ●『そらまめくんのこしょこしょこしょ』な
かやみわ／小学館 ●『野球しようぜ！』とりごえ
こうじ／世界文化ワンダーグループ ●『最高にす
ごすぎる天気の図鑑』荒木健太郎／KADOKAWA 

～ 読み聞かせボランティアが楽しいお話をしてくれます ～～ 読み聞かせボランティアが楽しいお話をしてくれます ～

江
山
文
庫

し
く
参
加
で
き
る
俳
句
講
座
と
し

て
続
い
て
い
ま
す
。
未
経
験
者
の

方
こ
そ
大
歓
迎
で
す
。

　
ま
た
、
11
月
24
日
に
は
、
与
謝

野
町
の
俳
句
イ
ベ
ン
ト
「
第
13
回

与
謝
野
町
蕪
村
顕
彰
全
国
俳
句
大

会
」
を
、
江
山
文
庫
開
館
30
周
年

記
念
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
６
月

20
日
か
ら
の
募
集
開
始
に
向
け
、

町
内
の
各
所
に
募
集
要
項
を
設
置

す
る
ほ
か
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
も
応
募
が
で
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

所
蔵
資
料
を
活
用
し
て
、
俳
句
や

短
歌
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
企
画
展
示
、
文
化
講
座
を
日
々

行
っ
て
い
ま
す
。

短
歌
と
俳
句
の
資
料
館

　
地
域
ゆ
か
り
の
文
人
で
あ
る
与

謝
蕪
村
や
与
謝
野
礼
厳
・
鉄
幹
・

晶
子
に
ち
な
み
、
俳
句
や
短
歌
の

振
興
を
目
的
と
し
て
、
平
成
６
年

に
開
館
し
た
「
江こ

う
ざ
ん山
文
庫
」。

　
「
江
山
」
は
大
江
山
の
こ
と
で
、

か
つ
て
与
謝
蕪
村
が
丹
後
に
滞
在

し
た
と
き
に
、
京
都
の
友
人
宛
て

に
書
い
た
手
紙
の
中
で
大
江
山
を

江
山
と
記
し
た
故
事
に
由
来
し
て

い
ま
す
。

　
同
施
設
で
は
、
近
世
か
ら
近
現

代
に
か
け
て
の
俳
句
・
短
歌
や

書
作
品
、
日
本
画
の
掛
軸
、
短

冊
、
色
紙
、
襖ふ

す
ま・
屏び

ょ
う 

風ぶ

、
書
籍
約

１
５
０
０
点
を
所
蔵
。
こ
れ
ら
の

現在、旧尾藤家住宅重要文化財指
定記念展として「重文邸宅の障壁
画」を開催中。旧尾藤家住宅をか
つて飾った襖絵や屏風を紹介する
展覧会ですが、襖絵の中から探せ
る季語を紹介したりなど、俳句に
つながる展示にもなっています。

俳
句
に
ま
つ
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
も

　
毎
月
第
２
金
曜
日
に
開
催
し
て

い
る
文
化
講
座
「
れ
っ
つ
句
会
体

験
」
は
、
４
月
に
通
算
１
０
０
回

を
達
成
。
平
成
26
年
に
開
始
し
た

こ
の
講
座
は
、
来
館
の
方
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
「
町
内
の
俳
句
会
に
参

加
し
て
み
た
い
け
れ
ど
、
い
き
な

り
ベ
テ
ラ
ン
ぞ
ろ
い
の
場
に
混
じ

る
の
は
不
安
」
と
い
う
声
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
以
来
、
誰
で
も
楽

江
山
文
庫
開
館
30
周
年
を
記
念
し

て
、
今
月
か
ら
４
回
に
わ
た
り
連

載
し
ま
す
。次
回
は
８
月
号
で
す
。

● 所在地／与謝野町字金屋 1682 番地　● ☎ 43-2180　● 開館時間／午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）
● 入館料／一般 200 円、小中学生 100 円（８人以上の団体は 50 円引き）　● 休館日／毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

【施設情報】

江
山
文
庫

江
山
文
庫

開
館
開
館
3030
周
年
周
年

平
成
６
年
に
開
館
し
た
江
山
文
庫
は
、

平
成
６
年
に
開
館
し
た
江
山
文
庫
は
、

1010
月
で
開
館

月
で
開
館
3030
周
年
を
迎
え
ま
す
。

周
年
を
迎
え
ま
す
。

重文邸宅の障壁画 江山文庫の外観

【連載】江山文庫開館 30 周年（Vol.01）
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ひざ曲げ
No.8

無理をせず痛みのない範囲で、少しずつ休みながら行う。
運動時は息を⽌めずに⾃然な呼吸を心がける。
体調の悪いときは決して無理をせずに休む。
椅⼦や机を使⽤するときは安定したものを使い、パイプ椅子や
キャスター付きの椅子など、軽いものや動くものは使用しない。

●
●
●
●

運動の注意点

ふとももは前に出さない

ゆっくりと、できるだけ後方にひ
ざを曲げる。
ゆっくりと、ひざを伸ばし、元の
位置まで足を下ろす。
反対側も同様に行う。

①

②

③

手順（左右 30 ×２回）

問　保健課 ☎ 43-9022

※ 転倒やふらつきを防ぐため、机やいすを持ちましょう

山
区
に
伝
わ
る
古

絵
図
に
、
明
治
６

（
１
８
７
３
）
年
に
作
成
さ
れ

た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
古

絵
図
に
は
、
道
・
水
路
・
種
目
・

地
番
・
地
名
な
ど
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
道
」

に
注
目
す
る
と
、
板い

た
な
み
は
ち
ま
ん

列
八
幡
神

社
の
前
か
ら
東
に
向
か
う
道
が

途
中
で
「
┗
」
の
字
形
に
屈
曲

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
今
の
道
路
は
真
っ
す
ぐ
東

に
通
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
、

こ
の
道
は
な
く
屈
曲
し
て
い
ま

時の贈り物［第 132 回　古絵図に見る戦国城下の足跡２「男山村絵図」 ]	

男

し
た
。
今
も
残
る
細
道
の
屈
曲

は
そ
の
名な

残ご
り

な
の
で
す
。

　

こ
の
屈
曲
道
の
謎
解
き
は
、

戦
国
時
代
に
あ
る
と
想
定
さ
れ

ま
す
。
山
上
に
あ
る
板
列
八
幡

神
社
は
男
山
城
跡
と
い
う
戦
国

時
代
の
山
城
跡
で
、
こ
の
屈
曲

道
は
防
衛
の
た
め
に
故
意
に
屈

曲
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
男
山
城
・

城
下
の
屈
曲
道
・
男
山
川
（
堀

と
し
て
利
用
可
能
）
の
３
つ
は

ど
こ
を
防
衛
し
よ
う
と
し
た
の

で
し
ょ
う
か
？

　

戦
国
時
代
に
府

中
を
拠
点
（
府
中

小
学
校
地
は
御
殿

か
？
）
と
し
た
丹

後
守
護
・
一
色
氏

の
守
護
所
防
衛
の

西
面
防
衛
施
設
の

可
能
性
を
想
像
し

た
く
な
り
ま
す
。

戦
国
時
代
の
防
衛

遺
構
が
、
物
を
言

わ
ず
に
私
た
ち
の

傍
ら
に
あ
る
よ
う

で
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）
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さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
橋

立
中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ピ
ー

タ
ー
で
す
。
今
回
は
、
家
族
の
中
で

よ
く
話
題
に
上
が
る
日
本
文
化
を
紹

介
し
ま
す
。

　
昨
年
、
家
族
が
初
来
日
し
ま
し
た

が
、驚
き
の
連
続
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
中
で
も
、
母
の
心
を
つ
か
ん
だ

文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
日
本
文
化

と
は「
ト
イ
レ（Toilets

）」で
す
！

　
具
体
的
に
は
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

に
強
く
感
動
し
た
と
い
い
ま
す
。
日

本
で
は
多
く
の
ト
イ
レ
（Toilets

）

に
備
わ
っ
て
い
る
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
や
母
の
故
郷
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
と
て
も
珍
し
い
で
す
。

私
の
家
族
が
多
く
暮
ら
す
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
よ
り
前

か
ら「
ビ
デ
」が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
デ
は
、
日
本
で
暮
ら
す
皆
さ

ん
が
思
う
ト
イ
レ
（Toilets

）
に

備
わ
っ
て
い
る
機
能
と
し
て
の
ビ
デ

と
は
少
し
違
い
、ト
イ
レ（Toilets

）

の
横
に
別
物
と
し
て
置
い
て
あ
り
ま

す
。
日
本
の
ト
イ
レ（bathroom

s

）

は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
狭

い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
の
出
身
地
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
は
、
一
軒

の
家
に
３
つ
か
４
つ
の
ト
イ
レ

（bathroom
s

）
が
あ
り
、
男
性
用

に
は
シ
ャ
ワ
ー
、
女
性
用
に
は
シ
ャ

ワ
ー
と
浴
槽
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
形
式
は
、日
本
で
も「
３
点
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
」
と
呼
ば
れ
、
ホ
テ
ル
な
ど

皆

「トイレ」のあとの「Toilets」
や「bathrooms」にお気づきか
と思います。日本語では、部屋
も設備も「トイレ」と呼びます
が、英語では部屋としてのトイ
レを「bathroom」、設備として
のトイレを「toilet」と表現しま
す（restroom や washroom、
lavatory など、地域によって
異なる表現をする場合もありま
す）。これを踏まえてもう一度
読んでみてください。

で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、
浴
槽
は
女
性
や
子
ど
も
の
た

め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
男

性
は
浴
槽
に
つ
か
る
習
慣
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
日
本
で
は
、

男
性
も
浴
槽
に
つ
か
る
こ
と
が
一
般

的
で
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
お
湯
に
つ
か

り
、
温
か
い
こ
た
つ
に
入
り
、
便
座

も
温
か
い
た
め
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

冬
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

が
な
か
っ
た
り
、
浴
槽
に
つ
か
る
習

慣
が
な
い
だ
け
で
な
く
、「
リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
場
所
と
い
え
ば
ソ
フ
ァ
ー

か
ベ
ッ
ド
」と
決
ま
っ
て
い
た
た
め
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
所
が
た
く
さ

ん
あ
る
日
本
は
と
て
も
快
適
で
過
ご

し
や
す
い
で
す
。

日本のトイレの快適さに感動しています！

【広告枠】
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熱中症を予防しましょう
熱中症特別警戒情報とクーリングシェルター

　熱中症特別警戒情報は、京都府内の暑さ指数情報提供地点（間人・宮津・舞鶴・福知山・美山・
園部・京都・京田辺）のすべてにおいて、翌日の日最高暑さ指数（WBGT ／ Wet Bulb Globe 
Temperature）が「35」に達すると予測される場合に発表されます。この暑さ指数が 35 に達
する場合は、過去に例のない危険な暑さであり、熱中症救急搬送者数の大量発生を招き、医療の
提供に支障が生じるような、人の健康に係る重大な被害が生じるおそれがあります。

暑さ指数 ＝ 気温ではありません

　指定暑熱避難施設 ( クーリングシェルター ) は、熱中症による人への健康被害の発生を防止す
るため、「熱中症特別警戒情報（熱中症特別警戒アラート）」が発表されたときに開放され、暑さ
をしのぐ場所になります。現在、与謝野町で指定している施設や開放日時などは、以下のとおり
です。

指定暑熱避難施設を指定しました

施設名 所在地 開放日 時間帯 受入可能人数

役場本庁舎 字岩滝 1798 番地１ 月～金
（祝日を除く） 午前８時 30 分～

　午後５時 15 分

10 人

役場加悦庁舎 字加悦 433 番地 10 人

役場野田川庁舎 字四辻 65 番地 毎日 ５人

元気館 字加悦 433 番地 土・日・祝日

午前９時～午後５時

10 人

知遊館 字岩滝 2271 番地 月曜日以外 10 人

野田川わーくぱる 字四辻 161 番地 木曜日以外 10 人

指定暑熱避難施設の開所については、４月第４水曜日から 10 月第４水曜日（熱中症特別警戒アラートの運用期間と同じ）
までのうち、「熱中症特別警戒アラート」が発表されたときのみです
利用できる日時は、上記の表に記載したとおりです。また、利用できる場所は、指定施設の指定した場所のみになります
飲み物はご利用される方でご用意ください
指定場所の温度調整はできません
その他、利用にあたっては各施設の指示に従っていただきまうようお願いします

※

※
※
※
※ 町ホームページ

熱中症特別警戒情報が創設されました
　令和６年４月から改正気候変動適応法に基づき、熱中症について
深刻な健康被害が発生するおそれがある場合に、熱中症特別警戒情
報（熱中症特別警戒アラート／運用期間：４月第４水曜日から 10
月第４水曜日まで。今年は４月 24 日～ 10 月 23 日）が発表され
ることになりました。
※ 従来の熱中症警戒アラートも熱中症警戒情報（熱中症警戒アラート）として、
※ 気候変動適応法に位置づけられました

問　防災危機管理対策室 ☎ 43-9011

「守りたい　未来があるから　火の用心」令 和 ６ 年 度
全国統一標語

こんにちは、ひまわりふれ愛隊です !!
　わたしたちは与謝野町消防団の女性消防隊です。主に「防
災 CM の作成」「広報パトロール」「音声告知放送」「救命
講習の受講」など、火災や災害などの予防啓発を中心に活
動しています。
　隊の名のとおり町民の皆さんとの「ふれあい」を大切に、
与謝野町消防団の活動を身近に感じてもらえるようがんば
りますので、皆さんの応援をよろしくお願いします。
　一人ひとりが防火防災につとめ、自分たちの未来を守り
ましょう！

新入団員も

募集中です♪

少しでも防災に興味のある方、やってみようと思われる方、
わたしたちと一緒に活動しませんか？　申し込みや問い合
わせは防災危機管理対策室（野田川庁舎／☎ 43-9011）へ。

女性消防団員募集中

今年は以下の行事に参加します

● 消防防災フェア 2024（10 月 20 日）

● 岩滝体育館駐車場に消防車や救急車が大集合！
● 秋の火災予防運動（11 月９日～ 15 日）

● 防火パレード（11 月 10 日）

● 年末警戒（12 月 28 日～ 31 日）

● 皆さんが安心して新年を迎えられますように
● 令和７年消防団出初式（令和７年１月 12 日）

● 阿蘇シーサイドパークで一斉放水をします
● 春の火災予防運動（令和７年３月１日～７日）

KYT で の 防 災 CM
の放送や防災フェア
での防災かるたの開
催など、火災・災害
の予防啓発を中心に
活動しています

町長査閲や団長点検
では、ひまわりふれ
愛隊も訓練を披露し
ます

がんばってます！消防団 編集 ● ひまわりふれ愛隊

町 政  News & Information
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功績・功労をたたえて
　

杉
本
則
秀
さ
ん
（
明
石
）

は
、
昭
和
57
年
12
月
か
ら
与

謝
野
町
発
足
ま
で
の
平
成
18

年
２
月
ま
で
23
年
２
月
を
加

悦
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職

し
、
加
悦
町
議
会
産
業
建
設

常
任
委
員
会
委
員
長
、
加
悦

町
議
会
総
務
文
教
常
任
委
員

会
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
町
政
並
び
に
地
方

自
治
の
発
展
お
よ
び
住
民
福

祉
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を

果
た
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度

の
受
章
、
ま
こ
と
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

● 

旭
日
単
光
章

杉す
ぎ
も
と本 

則の
り
ひ
で秀

さ
ん

左から、平井丹後広域振興局長、杉本さん、
山添町長

● 

京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
表
彰

お
は
な
し
倶
楽
部
よ
む
よ
む

館
）
開
催
の
「
読
み
聞
か
せ

講
座
」
の
受
講
生
を
中
心
に

結
成
。
平
成
14
年
か
ら
図
書

館
の
お
は
な
し
会
、
岩
滝
地

域
の
小
学
校
や
学
童
保
育
な

ど
で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
本
の
魅
力
を
伝
え
る
た

め
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

活
動
を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
度
、
こ
れ
ら
の
功

績
が
認
め
ら
れ
受
賞
に
い
た

り
ま
し
た
。

　
「
過
去
に
は
メ
ン
バ
ー
が

減
り
活
動
が
続
け
ら
れ
な
い

と
思
っ
た
と
き
も
あ
っ
た

が
、
少
し
ず
つ
メ
ン
バ
ー
も

増
え
、
今
ま
で
続
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
本
離
れ
や
子
ど

も
の
減
少
と
い
っ
た
時
代
の

変
化
の
中
で
も
、
子
ど
も
た

ち
に
読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
」
と
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
。
こ
の
度
の

受
賞
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
は
な
し
倶
楽
部
よ
む
よ

む
（
代
表 

三み

た田
あ
ゆ
美み

さ

ん
）
が
、
京
都
府
内
で
図
書

館
な
ど
の
事
業
や
活
動
の
普

及
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が

顕
著
な
者
お
よ
び
団
体
を
表

彰
す
る
「
京
都
府
図
書
館
等

連
絡
協
議
会
表
彰
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
団
体
は
、
旧
岩
滝
町
立

図
書
館
（
現
町
立
図
書
館
本

現
在
、
８
人
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て

い
る
「
お
は
な
し
倶
楽
部
よ
む
よ
む
」

の
皆
さ
ん

　
与
謝
野
町
立
図
書
館
が
、
広

く
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
が
積
極
的
に

読
書
活
動
を
行
う
意
欲
を
高
め

る
活
動
に
お
い
て
、
特
色
あ
る

優
れ
た
実
践
を
行
っ
て
い
る
図

書
館
を
表
彰
す
る
「
子
供
の
読

書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館
文
部

科
学
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
子
ど
も
へ
の
読
書
活
動
と
し

て
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
連
携
し
た
読
み
聞
か

せ
会
や
研
修
会
な
ど
へ
の
講
師

派
遣
を
年
間
を
通
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
、
夏
休
み
読
書

マ
ラ
ソ
ン
、
絵
本
作
家
講
演
会

の
開
催
、
子
育
て
応
援
課
と
連

携
し
て
実
施
し
て
い
る
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
（
乳
児
へ
の
絵
本
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
）
と
い
っ
た
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受

賞
に
い
た
り
ま
し
た
。
今
後
も

読
書
や
読
み
聞
か
せ
を
と
お
し

て
、
子
ど
も
の
心
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
本
と
の
す
ば

ら
し
い
出
会
い
を
作
る
存
在
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町立図書館が文部科学大臣賞を受賞
子供の読書活動優秀実践図書館 問　知遊館 ☎ 46-2451

問　保健課 ☎ 43-9022

国 康 保健民 険の 改定 のお知らせ国保税
― 前年度に続き引き上げをさせていただきます ―

　国民健康保険（以下、「国保」）は、加入する方が必要とする医療を安心して受診できる仕組みであり、
この制度を維持するのに一人ひとりの支え合いによって運営しております。近年の医療費は年々増加し
ており、安定的な国保運営に向け皆さんにも医療の適正受診と必要な保険税の納付をお願いしています。

※ 課税限度額の増加は、国の法律改正によるものです

区 分
医療分 支援金分 介護分

税率 引上率 税率 引上率 税率 引上率

所 得 割 5.7％ 0.3％ 2.2％ 据え置き 2.0％ 据え置き

資 産 割 33.5％ 2.5％ 13.5％ 0.5％ 19.3％ 0.3％

均 等 割 27,000 円 2,800 円 11,000 円 500 円 13,600 円 200 円

平 等 割 18,800 円 2,100 円 7,400 円 200 円 7,200 円 300 円

課税限度額 650,000 円 据え置き 240,000 円 20,000 円 170,000 円 据え置き

令和６年度の国保税率

与謝野町の国保被保険者数と医療費の状況

　与謝野町の国保については、
加入者が減る一方、一人あたり
の医療費については増加してお
り、令和 4 年度国保加入者の
一人あたりの医療費は、令和 3
年度と比較し約 17,000 円、平
成 18 年 度 か ら 約 187,000 円
の増加となっています。今後も
医療の高度化や高齢化により、
医療費の上昇傾向は避けられな
いものと思われます。

一人あたりの医療費
被保険者数8,919 人8,919 人

国保被保険者数と 1 人あたりの医療費の推移

Ｈ
18
年
度

Ｈ
29
年
度

Ｈ
28
年
度

Ｈ
27
年
度

Ｈ
26
年
度

Ｈ
25
年
度

Ｈ
24
年
度

Ｈ
23
年
度

Ｈ
22
年
度

Ｈ
21
年
度

Ｈ
20
年
度

Ｈ
19
年
度

Ｈ
30
年
度

Ｒ
元
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
４
年
度

Ｒ
３
年
度

※ グラフの医療費は、医療機関で診療を受けた医療費の総額であり、国保負担額と自己負担額の合計です。
※ また、後期高齢者医療制度の加入者分は含みません

2323
万
６
１
４
４
円

万
６
１
４
４
円

4242
万
６
４
２
７
円

万
６
４
２
７
円

4,675 人4,675 人

国保税の改定（引き上げ）について　― １世帯平均年間 9,000 円の引き上げ ―

　令和 6 年度においても昨年度に引き続き医
療費の増額が見込まれることから、国保税を改
定（引き上げ）させていただくこととしました。
改定額は１世帯平均で年間約 9,000 円の引き
上げ ※となっています。
※ 令和 5 年度住民税課税ベースでの試算です

　今回の改定にあたり、国保加入の皆さんの負

担をできるだけ配慮することとし、基金（貯金）
の取り崩しにより上げ幅を調整（圧縮）してい
ます。皆さんには負担増をお願いすることとな
りますが、安定的な国保運営のため、ご理解い
ただきますようお願いします。
　なお、令和 6 年度国保税については、6 月中
旬に納税通知書を郵送し、通知いたします。
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水道施設の耐震化を進めています
水道施設耐震化の取り組み 問　上下水道課 ☎ 43-9031

　
与
謝
野
町
で
は
、
令
和
元
年
12
月

に
「
与
謝
野
町
水
道
施
設
耐
震
化
計

画
」
を
策
定
し
、
与
謝
野
町
水
道
施

設
の
耐
震
化
に
関
す
る
方
針
を
整
理

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
年
１
月
に

は
、
３
年
か
ら
12
年
ま
で
の
10
年
間

を
計
画
期
間
と
し
た
「
第
１
期
の
耐

震
化
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、
計
画

的
に
水
道
施
設
の
耐
震
化
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
導
水
管
（
与
謝
浄
水

場
）と
送
水
管（
石
川
高
浪
配
水
池
）

の
耐
震
化
工
事
を
実
施
。
ま
た
、
４

年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
「
男
山
浄

水
場
沈
殿
池
等
耐
震
化
工
事
」
が
完

了
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
耐
震
化
率

が
上
昇
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
石
川
浄
水
場
導
水
管

な
ど
の
耐
震
化
工
事
を
予
定
を
し
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
基
幹
管
路

の
耐
震
化
を
進
め
て
行
く
予
定
で

す
。
な
お
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
財
政
状
況
を
考
慮
し
て
事
業

の
実
施
年
度
を
調
整
す
る
な
ど
柔
軟

に
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
財
政
見

通
し
に
配
慮
し
た
耐
震
化
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

審
議
会
に
諮
問

　
４
月
16
日
に
「
令
和
６
年
度
第
１

回
与
謝
野
町
上
下
水
道
審
議
会
」
を

開
催
。
山
添
町
長
か
ら
今い

ま

田だ

愽ひ
ろ

文み

会

長
に
「
与
謝
野
町
水
道
料
金
、
下
水

道
使
用
料
及
び
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て
」
の

諮し

問も
ん

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
同
審
議
会
に
お
い
て
、
水

道
料
金
お
よ
び
下
水
道
等
使
用
料
の

改
定
に
つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

※ 

諮
問
と
は
・
・
・ 

有
識
者
ま
た
は
一
定
機

関
に
、
意
見
を
求
め
る
こ
と

耐
震
化
工
事
が
完
了
し
た
男
山
浄
水
場
の
沈
殿
池

耐震適合状況の推移

Ｈ 28 年 Ｈ 29 年 Ｈ 30 年 Ｒ元年 Ｒ２年 Ｒ３年 Ｒ４年（府平均／全国平均） Ｒ５年（見込み）

基幹管路 64.8 50.7 50.7 50.7 51.5 53.1 53.3（41.1 ／ 42.3） 55.2

浄 水 場 00.0 00.0 45.5 45.5 45.5 45.5 45.5（73.0 ／ 43.4） 81.8

配 水 地 38.5 69.5 69.5 69.5 69.5 69.5 69.5（60.5 ／ 63.5） 69.5

※ 基幹管路については、耐震適合性のある管路の割合を示しています
※ 浄水場・配水地の耐震化率は、水量ベースで算出しています
※ 与謝野町の配水池および浄水場の耐震性は、建設年代による評価によって判断しています

（単位：％）

認知症に特化した相談窓口を新たに開設しました
認知症伴走型支援事業 問　地域包括支援センター（福祉課内） ☎ 43-9021

　
与
謝
野
町
で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ

の
家
族
を
支
え
る
体
制
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
町
内
の
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
内
に
専
門
的
な
相
談
・
助
言

な
ど
を
日
常
的
か
つ
継
続
的
に
行
う

「
認
知
症
伴
走
型
支
援
拠
点
」
を
、
４

月
１
日
付
け
で
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
役
場
福
祉
課
内
）
が
主
と
な
り

認
知
症
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
新
た
な
相
談
窓
口
の
設
置
・
専
門

職
員
の
配
置
に
よ
り
、
役
場
開
庁
日
以

外
で
も
認
知
症
に
関
す
る
相
談
を
し
て

い
た
だ
け
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

【
窓
口
の
名
称
】

認
知
症
な
ん
で
も
サ
ポ
ー
ト
う
え
も
り

【
窓
口
の
開
設
時
間
】

水
曜
日
・
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

【
開
設
場
所
】

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
内
（
字
明

石
６
５
２
番
地
１
）

主
担
当
／
桑く

わ
ば
ら原

さ
わ
江え

氏

専
用
電
話

☎
０
９
０・４
２
７
４・８
０
９
６

相
談
窓
口
の
詳
細

※ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い

☎
４
４・１
０
１
０

【
相
談
体
制
】

認
知
症
に
特
化
し
た
資
格
（
認
知
症
介

護
指
導
者
、
認
知
症
介
護
実
践
リ
ー

ダ
ー
研
修
修
了
者
、介
護
支
援
専
門
員
、

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
な
ど
）

を
保
持
し
た
経
験
者
が
対
応
し
ま
す
。

※ 

相
談
費
用
は
無
料
で
す

【
主
な
相
談
内
容
】

● 

認
知
症
の
方
に
対
し
て
、
生
き
が
い

に
つ
な
が
る
よ
う
な
支
援
や
日
常
生
活

上
の
工
夫
な
ど
の
助
言
。

● 

家
族
に
対
し
て
、
精
神
的
・
身
体
的

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
介
護
方
法
や

不
安
解
消
へ
の
助
言
。

● 

介
護
や
医
療
の
専
門
職
、
認
知
症
の

方
を
支
え
る
団
体
な
ど
か
ら
の
認
知
症

に
関
す
る
相
談
受
け
付
け
。

町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
令
和
６
年
度
の
予
算
や
主
な
事

業
に
つ
い
て
、
山
添
町
長
か
ら
広

く
住
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
す
る
と

と
も
に
、
町
政
に
関
す
る
ご
意
見

を
聴
く
場
と
し
て「
町
政
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も

お
越
し
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

7
1

野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

（月）

7
4

加
悦
地
域
公
民
館

（木）

7
5

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

知
遊
館

（金）

※ 

３
日
間
と
も
午
後
７
時
～
９
時

●

日
時
・
会
場

●

内
容

令
和
６
年
度
予
算
や
主
要
事
業
に
関
す
る
説
明

説
明
は
、
広
報
よ
の
さ
５
月
号
（
５
月

10
日
発
行
／
以
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
）

の
６
～
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
内

容
に
そ
っ
て
行
い
ま
す

※

問　
総
務
課 

☎
４
３・９
０
１
０

町ホームページ
（５月号）

町ホームページ

締め切りせまる｜６月 14 日〆
【令和７年度採用】与謝野町職員募集

与謝野町では、令和７年４月１日採用予定の与
謝野町職員を７つの職種で募集しています。詳
しくは、町ホームページをご覧ください。

問　総務課 ☎ 43-9010

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information
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令和６年
能登半島地震

災害義援金

【４月末現在の額】

283 万 7,475 円

皆さまの温かいご支
援、ありがとうござい
ます。

与謝野町公式
SNS

＆
WEB サイト

LINE
アカウント

インスタグラム Facebook
ページ

Youtube
チャンネル

ホーム
ページ

与謝野町
有線

テレビ

番組
ガイド

地域力創造アドバイザーを委嘱
問　産業観光課 ☎ 43-9012

スポーツを通じた「考える力」の育成をめざして
株式会社 SPLYZA と連携協定を締結 問　社会教育課 ☎ 43-9026

　
５
月
13
日
、
与
謝
野
町
は
株

式
会
社S

ス
プ
ラ
イ
ザ

PLYZA

（
静
岡
県

浜
松
市
／
代
表
取
締
役 

土ど

い井

寛ひ
ろ
ゆ
き之

さ
ん
）
と
『
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
「
考
え
る
力
」
の
育
成

に
関
す
る
連
携
協
定
』
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
本
協
定
は
、
同
社
が
教
育
機

関
向
け
に
提
供
し
て
い
る
映
像

振
り
返
り
ツ
ー
ル
・
動
作
分
析

ツ
ー
ル
を
、
与
謝
野
町
内
の

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
加
入

団
体
な
ど
で
活
用
す
る
こ
と

で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
思

考
力
・
表
現
力
・
言
語
能
力
を

育
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
締
結
式
で
土
井
社

長
は
「
課
題
発
見
か
ら
課
題
解

決
ま
で
、
社
会
に
出
て
か
ら
必

要
な
考
え
る
力
を
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
育
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

「
探
究
的
な
学
び
」「
協
働
的
な

学
び
」
促
進
の
た
め
、
分
析
・

振
り
返
り
サ
イ
ク
ル
の
構
築
に

向
け
て
、
相
互
協
力
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

各小学校にスポーツ用品をご寄贈いただきました
糸井嘉男さん・株式会社 AGRIST からのご寄贈 問　学校教育課 ☎ 43-9025

　
５
月
５
日
、
与
謝
野
町
出
身
で
元
プ
ロ

野
球
選
手
の
糸い

と

井い

嘉よ
し

男お

さ
ん
と
株
式
会
社

A

ア
グ
リ
ス
ト

G
RIST

（
字
石
川
／
代
表
取
締
役 

太お
お

田た

佳け
い

史し

さ
ん
）
か
ら
、
町
内
の
各
小
学
校

に
ス
ポ
ー
ツ
用
品
（
各
10
万
円
相
当
）
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ご
寄
贈
は
、
同
社
が
糸
井
さ
ん
と

共
同
し
、
現
役
時
代
に
親
し
ま
れ
た
愛
称

「
超
人
」を
冠
と
す
る「
超
人
米
」の
生
産・

販
売
を
行
い
、
そ
の
売
上
の
一
部
を
子
ど

も
た
ち
に
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
糸
井

さ
ん
は
「
野
球
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

こ
の
取
り
組
み
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
糸
井
さ
ん
は
田
ん
ぼ
に
移
動

し
、
２
年
目
の
超
人
米
の
栽
培
に
向
け
て

自
ら
田
植
え
機
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、
田

植
え
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

山添町長に目録を手渡す糸井さん（右）。
左は太田社長

　
５
月
９
日
、
総
務
省
の
地

域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
を
活
用
し
、
メ
デ
ィ
ア
や

人
材
育
成
な
ど
を
手
が
け
る

株
式
会
社W

ウ

ェ

ア

H
ERE

（
本

社
・
東
京
都
）
代
表
取
締
役

の
平ひ

ら

林ば
や
し

和か
ず

樹き

さ
ん
を
招
へ

い
し
ま
し
た
。
同
制
度
は
、

同
省
が
登
録
し
た
外
部
専
門

家
を
自
治
体
が
招
へ
い
し
、

専
門
家
の
も
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

地
域
独
自
の
魅
力
や
価
値
の

向
上
に
つ
な
げ
る
も
の
で

す
。

　
平
林
さ
ん
の
招
へ
い
に
よ

り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
支
援
制
度
の
見
直
し

や
事
業
者
支
援
、
町
内
の
空

き
工
場
な
ど
を
活
用
し
た
起

業
支
援
や
農
家
収
益
の
増
加

な
ど
に
助
言
を
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　

委
嘱
式
で
平
林
さ
ん
は
、

「
与
謝
野
町
の
根
幹
で
あ
る

農
業
と
織
物
を
大
切
に
育
て

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
に

感
銘
を
受
け
た
。
行
政
と
連

携
し
な
が
ら
地
場
産
業
を
盛

り
上
げ
た
い
」
と
抱
負
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
展
望
を
話
す
平
林
さ
ん

広
報
紙
を

ｗ
Ｅ
Ｂ
で

公
開
し
て
い
ま
す

　

毎
月
発
行
し
て
い
る

「
広
報
よ
さ
の
」「
広
報
よ

さ
の
お
知
ら
せ
版
」
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
所
や
ご
事

情
に
よ
り
広
報
紙
が
届
か

な
い
場
合
は
、総
務
課（
☎

４
３・
９
０
１
０
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

町ホームページ
（広報よさの）

※ 

ｗ
Ｅ
Ｂ
版
の
広
報
紙
は
フ
ル

カ
ラ
ー
で
す

※ 

発
行
日
に
は
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、４月 16 日から５月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。

［
三
河
内
］

須す

だ田 

敏と
し
雄お

（
94
才
）

［
岩　

屋
］

大だ
い
ど
う同 

由ゆ

な菜

健　
文
（
た
け
ふ
み
）

直　
子
（
な
お
こ
）

（　
　
　
　

）

［
上
山
田
］

木き

村む
ら 

依い

と都

拓　
也
（
た
く
や
）

佳
那
子
（
か
な
こ
）

（　
　
　
　

）

［
算　

所
］

惣そ
う

萬ま 

碧あ
お
い

●
聡
●
（
さ
と
し
）

ゆ　
り

（　
　
　
　

）

［
岩　

滝
］

村む
ら
や
ま山 

京け
い

皓　
己
（
こ
う
き
）

ひ
か
る

（　
　
　
　

）

［
岩
　
滝
］

白し
ら

数す 

辰た
つ

雄お

（
84
才
）

［
弓　

木
］

池い
け

田だ 

穣じ
ょ
う

貴　
広
（
た
か
ひ
ろ
）

敬　
子
（
け
い
こ
）

（　
　
　
　

）

［
石　

川
］

橋は
し
も
と本 

咲さ
く
良ら

●
渉
●
（
わ
た
る
）

ひ
と
み

（　
　
　
　

）

島し
ま
さ
き﨑 

仁に

か香

孝　
道
（
た
か
み
ち
）

祐　
里
（
ゆ
う
り
）

（　
　
　
　

）

［
弓
　
木
］

大お
お
し
た下 
よ
し
ひ
こ彦

（
84
才
）

廣ひ
ろ

野の 
幹み

き
男お

（
74
才
）

糸い
と
井い 

よ
し
ぞ
う三

（
91
才
）

岡お
か

田だ 

春は
る

代よ

（
59
才
）

［
男
　
山
］

金か
ね
ひ
さ久 

勝か
つ
次じ

郎ろ
う

（
91
才
）

［
四
　
辻
］

上う
え
な
か中 

昭し
ょ
う

治じ

（
73
才
）

［
上
山
田
］

小こ

牧ま
き 

英ひ
で
あ
き明

（
75
才
）

［
加
　
悦
］

滝た
き
野の 

幸さ
ち
子こ

（
90
才
）

［
後
　
野
］

有あ
り
も
と本 

一か
ず

枝え

（
90
才
）

［
与
　
謝
］

西に
し
は
ら原 

重じ
ゅ
う
一い
ち

（
97
才
）

［
金
　
屋
］

谷た
に
が
わ川 

栄ひ
で
男お

（
83
才
）

［
明
　
石
］

山や
ま
も
と本 

光み
つ
雄お

（
82
才
）

山や
ま
が
み上 

ふ
じ
枝え

（
97
才
）

令和６年４月末現在
まちのうごき

人　口	19,629 人（－８）

　男　	19,415 人（－６）

　女　	10,214 人（－２）

世帯数	 8,898 戸（＋ 15）
※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※ 外国人を含む

総務課
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

与謝野町役場本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理
対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎
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町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています



※ 掲載している情報は、５月 28 日（火）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申 InformationInformation

【
物
品
調
達
】
見
積
業
者
の
募
集

【
物
品
調
達
】
見
積
業
者
の
募
集

　
７
月
・
８
月
に
調
達
予
定
の
電
化
製

品
や
防
災
用
品
、
学
校
備
品
な
ど
に
つ

い
て
見
積
業
者
を
募
集
し
ま
す
。 

調
達
予
定
物
品

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、大
判
プ
リ
ン
タ
ー
、

音
響
機
器
、防
災
用
品
、学
校
備
品（
机・

椅
子
・
体
育
用
品
）、
草
刈
り
機 

な
ど

登
録
資
格　

町
税
な
ど
の
滞
納
が
な

く
、対
象
物
品
の
小
売
り・販
売・設
置・

撤
去
・
保
守
が
行
え
る
次
の
い
ず
れ
か

の
者
で
、
関
係
法
令
を
遵
守
し
、
信
義

誠
実
の
原
則
を
守
り
物
品
を
納
品
で
き

る
こ
と
。

● 

与
謝
野
町
内
に
本
社
（
本
店
）、
支

社
・
支
店
（
営
業
所
・
店
舗
を
含
む
）

を
有
す
る
法
人

● 

与
謝
野
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
個

人
事
業
者

添
付
書
類

【
法
人
】

● 

商
業
登
記
簿
謄
本
（
写
し
可
）

● 

財
務
諸
表
（
写
し
可
）

※ 

直
前
年
度
の
賃
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書

【
個
人
】

● 

身
分
証
明
書
（
与
謝
野
町
長
が
証

明
す
る
も
の　
※ 

写
し
可
）

● 

直
前
年
分
、
所
得
税
青
色
申
告
決

算
書
（
一
般
用
）、
ま
た
は
確
定
申
告

書（
税
務
署
に
提
出
し
た
書
類
の
写
し
）

　
　
　
　

６
月
28
日

（
金
）
の
午
後
５
時
ま

で
に
、
総
務
課
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
「
見
積
業
者
登
録
申
請
書
」
に

必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、総
務
課（
☎

４
３・
９
０
１
０
）
へ
。
な
お
、
提
出

い
た
だ
い
た
書
類
は
お
返
し
で
き
ま
せ

ん
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
「
医
療
機
関
」
受
診

子
宮
頸
が
ん
検
診
「
医
療
機
関
」
受
診

に
よ
る
個
別
検
診
の
お
知
ら
せ

に
よ
る
個
別
検
診
の
お
知
ら
せ

　
与
謝
野
町
が
実
施
す
る
子
宮
頸け
い
が
ん

検
診
は
、「
集
団
検
診
」
ま
た
は
「
医

療
機
関
で
の
個
別
検
診
」
の
２
つ
の
方

法
で
受
診
可
能
で
す
。
令
和
７
年
３
月

末
の
年
齢
が
21
歳
～
74
歳
で
、
昨
年
度

子
宮
頸
が
ん
検
診
未
受
診
の
方
に
は
、

医
療
機
関
で
の
検
診
の
際
に
必
要
と
な

る
「
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
票
」
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

検
診
期
間　
11
月
30
日
（
土
）
ま
で

費
用　
無
料

検
診
機
関　
受
診
票
送
付
時
に
案
内
し

ま
す

そ
の
他

● 

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
隔
年
受
診
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
昨
年
度
受
診
し

た
方
（
妊
婦
健
診
で
の
子
宮
頸
が
ん
検

診
を
含
む
）
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

● 

75
歳
以
上
の
方
や
転
入
し
た
方
で
、

医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
を
希
望
す
る

場
合
は
、
保
健
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
保
健
課 

☎
４
３・９
０
２
２

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
】

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
】

出
張
申
請
窓
口
を
開
設

出
張
申
請
窓
口
を
開
設

　

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
以
下
、

「
カ
ー
ド
」）
の
申
請
受
付
や
申
請
に
必

要
な
写
真
の
無
料
撮
影
を
行
い
ま
す
。

次
の
持
ち
物
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
後
日
ご
自
宅
へ
カ
ー
ド
を
郵
送

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
申
込
不
要
。

日
時　
６
月
23
日
（
日
）
午
前
９
時
～

正
午

会
場　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

持
ち
物　

● 

通
知
カ
ー
ド+

交
付
申
請
書
（
お

持
ち
の
方
）+

本
人
確
認
書
類
（
Ａ
１

点
も
し
く
は
Ｂ
２
点
）

● 

交
付
申
請
書
（
お
持
ち
の
方
）+

本
人
確
認
書
類
（
Ａ
１
点+

Ｂ
１
点
）

【
本
人
確
認
書
類
】

Ａ
／
顔
写
真
付
き
（
運
転
免
許
証
や
障

害
者
手
帳
な
ど
）

Ｂ
／
顔
写
真
な
し
（
健
康
保
険
証
・
介

護
保
険
証
・
子
育
て
医
療
証
な
ど
）

問　
住
民
税
務
課 
☎
４
３・９
０
２
０

夏
ツ
バ
キ
の
鑑
賞
茶
席
の
ご
案
内

夏
ツ
バ
キ
の
鑑
賞
茶
席
の
ご
案
内

　
朝
に
開
花
し
夕
方
に
落
花
す
る
、
一

日
限
り
の
夏
ツ
バ
キ
を
鑑
賞
し
、
抹
茶

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
６
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場　
加
悦
椿
文
化
資
料
館

※ 

雨
天
は
室
内
か
ら
鑑
賞

定
員　
先
着
20
人

費
用　
５
０
０
円
（
椿
も
ち
付
き
、
入

館
料
を
含
む
）

問　
加
悦
椿
文
化
資
料
館

☎
４
３・２
１
６
１

【
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー  

知
遊
館
】

知
遊
館
】

展
示
ス
ペ
ー
ス
利
用
希
望
者
の
募
集

展
示
ス
ペ
ー
ス
利
用
希
望
者
の
募
集

応
募
で
き
る
方

与
謝
野
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

町
内
で
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

※ 

該
当
し
な
い
場
合
で
も
、
与
謝
野

町
を
題
材
に
し
た
作
品
は
ご
相
談
く
だ

さ
い

展
示
期
間　
８
月
11
日
（
日
）
～
９
月

26
日
（
木
）

　
　
　
　

６
月
17
日
（
月
）
か
ら

７
月
18
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

に
、
社
会
教
育
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
社
会
教
育
課
（
☎

４
３・９
０
２
６
）
へ
。

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
試
験
の
実
施

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
試
験
の
実
施

　
公
益
財
団
法
人
給
水
工
事
技
術
振
興

財
団
で
は
、
水
道
指
定
業
者
登
録
・
更

新
に
必
要
な
「
給
水
装
置
工
事
主
任
技

術
者
試
験
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
な
ど
は
（
公
財
）
給
水

工
事
技
術
振
興
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
上
下
水
道
課

☎
４
３・９
０
３
１

社
協
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
の
ご
案
内

社
協
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
の
ご
案
内

日
時　
７
月
16
日
（
火
）
午
後
１
時
半

～
３
時
半

行
き
先　
加
悦
谷
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

ザ 

ウ
イ
ル

対
象
者　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

交
通
手
段
を
持
た
な
い
与
謝
野
町
内
在

住
の
方

● 

高
齢
者
世
帯（
世
帯
全
員
満
70
歳
以
上
）

● 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
（
満
70
歳

以
上
）

● 

障
害
者
手
帳
保
持
者

● 

付
添
者
お
よ
び
介
助
者

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料
（
買
い
物
費
用
や
飲
食
費

は
実
費
と
な
り
ま
す
）

　
　
　
　
６
月
20
日
（
木
）
～
７
月
２

日
（
火
）
の
間
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

野
田
川
支
所（
☎
４
３・０
２
９
４
）へ
。

問

問
・
申

音
訳
（
朗
読
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

音
訳
（
朗
読
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

習
会
受
講
生
の
募
集

習
会
受
講
生
の
募
集

　

朗
読
の
知
識
や
技
術
を
習
得
し
て
、

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
が
利
用
す
る

録
音
図
書
・
雑
誌
を
作
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
５
日
（
金
）、10
日
（
水
）、

18
日
（
木
）、
26
日
（
金
）、
８
月
５

日
（
月
）、
９
日
（
金
）、
21
日
（
水
） 

の
全
７
回　
※ 

基
礎
か
ら
応
用
ま
で

午
後
１
時
～
午
後
３
時
半

会
場　

丹
後
視
力
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
京
丹
後
市
網
野
町
）

受
講
料　
無
料

講
師　
栗
山
由
紀
子
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
）

募
集
人
数　
10
人
（
先
着
順
）

　
　
　
　

６
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、

丹
後
視
力
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
７
２・７
２・０
６
０
９
／
午
前
９

時
～
午
後
５
時
／
土
日
を
除
く
）
へ
。

講
演
会
「
平
野
レ
ミ
の
ワ
ン
ダ
フ
ル
人

講
演
会
「
平
野
レ
ミ
の
ワ
ン
ダ
フ
ル
人

生
」
の
開
催

生
」
の
開
催

日
時　

７
月
27
日

（
土
）　
午
後
１
時
半

～
３
時　
※ 

入
場
無
料

会
場　
中
丹
文
化
会
館　

定
員　
４
０
０
人
（
定
員
を
超
え
る
申

し
込
み
の
場
合
は
抽
選
）

　
　
　
　

６
月
30
日
（
日
）
ま
で

に
、（
一
財
）
京
都
府
市
町
村
職

員
厚
生
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
☎

０
７
５・４
１
１・０
０
８
４
）
か
ら
申

し
込
み
。
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
。

自
衛
官
等
の
募
集

自
衛
官
等
の
募
集

【
自
衛
官
候
補
生
】

年
齢
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
常
時
受
け
付
け

※ 

詳
細
は
、
地
域
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
一
般
曹
候
補
生
】

年
齢
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
７
月
１
日
（
月
）
～
９
月

３
日
（
火
）

試
験
日

１
次
／
９
月
14
日
（
土
）
～
22
日
（
日
） 

２
次
／
10
月
12
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）

　
　
　
　
京
丹
後
地
域
事
務
所

☎
０
７
７
２・６
４・２
４
９
８

【広告枠】

（公財）給水工
事技術振興財団
ホームページ

町ホームページ

問
・
申

問

問問
・
申

問
・
申

問
・
申

問
・
申

問
・
申

厚生会
ホームページ

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

今月の納期
７月１日（月）まで

町 府 民 税：第１期
国 民 健 康 保 険 税：第１期
介 護 保 険 料：第１期
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※ 掲載している情報は、５月 28 日（火）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申

講習内容 試験日 定員 受付期間
第１回 第一種・第二種・わな猟・網猟 ６月 29 日（土） 100 人 ６月 20 日（木）まで
第２回 第一種・第二種・わな猟 ７月 21 日（日） 100 人 ７月 12 日（金）まで
第３回 第一種・第二種・わな猟 ９月４日（水） 100 人 ８月 23 日（金）まで
第４回 わな猟 ９月 19 日（木） 詳細は申込時にお問い合わせください

● 初心者講習会

日程 試験会場 受付期間
第１回試験 ７月９日（火） 京都府庁３号館 ６月 25 日（火）まで
第２回試験 ７月 26 日（金） 綾部市市民センター ７月 12 日（金）まで
第３回試験 ７月 30 日（火） 京都府庁３号館 ７月 16 日（火）まで
第４回試験 ９月 14 日（土） 綾部市市民センター ８月 30 日（金）まで
第５回試験 ９月 29 日（日） 京都府庁３号館 ９月 13 日（金）まで

【令和６年度】　狩猟免許試験および初心者講習会のお知らせ

　京都府では、有害鳥獣捕獲に必要な狩猟免許を有する担い手を確保するため、狩猟免許試験を実施します。
また、一般社団法人京都府猟友会でも狩猟免許試験に伴う初心者講習会を開催します。

● 狩猟免許試験

府ホームページ

講習会場　　生涯学習施設・道の駅 ガレリアかめおか
時　　間　　午前９時 20 分～午後４時 30 分ごろ

（
一
社
）
京
都

府
猟
友
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

問　丹後広域振興局 農商工連携・推進課 ☎ 0772-62-4310

【ひまわりスポット事業】　協力団体を募集します

　与謝野町では、町の花「ひまわり」の普及啓発のため、一定程度以上の規模でひまわりを栽培してい　与謝野町では、町の花「ひまわり」の普及啓発のため、一定程度以上の規模でひまわりを栽培してい
ただける団体にひまわりの種を提供し、その栽培場所を「ひまわりスポット」として広報・周知するただける団体にひまわりの種を提供し、その栽培場所を「ひまわりスポット」として広報・周知する
「ひまわりスポット事業」を昨年に引き続き実施します。つきましては、ひまわり栽培をしていただけ「ひまわりスポット事業」を昨年に引き続き実施します。つきましては、ひまわり栽培をしていただけ
る団体を以下のとおり募集します。る団体を以下のとおり募集します。

与謝野町内の団体、または町内に事業所がある団体・企業（公共・民間を問わない。与謝野町内の団体、または町内に事業所がある団体・企業（公共・民間を問わない。
反社会的団体を除く）で、次の要件を満たす団体。反社会的団体を除く）で、次の要件を満たす団体。
・団体名や栽培場所の公表、開花写真の撮影・提供など、町の広報（町ホームページ・団体名や栽培場所の公表、開花写真の撮影・提供など、町の広報（町ホームページ
やＳＮＳ、広報紙への掲載）に協力可能な団体やＳＮＳ、広報紙への掲載）に協力可能な団体
・１ヵ所につき・１ヵ所につき1515株以上のひまわりを栽培していただける団体株以上のひまわりを栽培していただける団体
※※  希望によりプランターや園芸用の土を提供します（数に限りあり）希望によりプランターや園芸用の土を提供します（数に限りあり）
参加いただいた参加いただいた団体などには、記念品として粗品を準備しています。団体などには、記念品として粗品を準備しています。
６月６月 2828 日（金）までに、申込書を総務課（☎ 43-9010）へ。申込書日（金）までに、申込書を総務課（☎ 43-9010）へ。申込書
は総務課にあるほか、町ホームページからダウンロードできます。また、は総務課にあるほか、町ホームページからダウンロードできます。また、
右記の二次コードからオンライン申し込みも可能です。右記の二次コードからオンライン申し込みも可能です。

●  募集団体募集団体

●  そ の 他そ の 他
  問 ・・ 申

申込フォーム申込フォーム

まちの 話題話題 お届けします

松並木を駆け抜ける１区のランナーたち

● 第 73 回 阿蘇海一周マラソン大会
橋立中学校が３年連続の総合優勝！

　本大会は６区間 12.8 ㎞であらそわれ、宮津
市・伊根町・与謝野町内の中学校６校（16 チー
ム）が出場。号砲とともに勢いよくスタートし
た１区のランナーたちは、第一中継所の一の宮
桟橋をめざし、松並木を駆け抜けました。各区
間のランナーはチームメイトや保護者らの声援
を受け、力強い走りを見せてくれました。結果
は、優勝こそは逃したものの、２位・３位に入っ
た橋立中学校が、見事３年連続の総合優勝を果
たしました。なお、与謝野町内の中学校の結果
は以下のとおりです。

　晴天の下、天橋立（文珠）をスタート・
ゴールとする「第 73 回阿蘇海一周マ

ラソン大会（主催：与謝地方中学校体育連盟）」
が開催されました。

11
5

● 優勝
● ３位

橋立中学校（３連覇）
加悦中学校　● ４位　江陽中学校

【総合の部】

段ボールの巨大迷路を楽しむ親子

● かやだにまつり
子育てはみんなで行う町に

の園児と事前に色塗りした個性あるれる傘が天
井に飾られていました。
　遊びに来た子どもたちからはたくさんの笑顔
があふれ「迷路が楽しかった。次もあればまた
来たい」などと感想を話してくれました。

　宮津天橋高校加悦谷学舎において
「かやだにまつり」が開催され、約

270 人の親子づれでにぎわいました。
　本イベントは、総合的な探究の時間の中で、

「与謝野の子育てを応援したい」と考えた３年
生４チームが、雨の日に遊ぶ場所が町内に少な
いとの意見から、学校を開放して子どもたちに
遊んでもらおうとのアイデアで企画・開催。体
育館内では、高校生手作りの巨大迷路やあそび
場が登場したほか、子ども服や絵本などのバ
ザーが行われました。また、のだがわこども園

12
5

● 第 39 回大江山一斉登山
新緑の大江山を楽しむ

　大江山の初夏の美しい自然を楽しむ
「第 39 回大江山一斉登」が開催され、

約 200 人が参加しました。
　参加者は福知山市・宮津市・与謝野町の計５
つの登山口から、ツアーガイドとともに一歩一
歩踏みしめながら山頂の千丈ヶ嶽をめざし登

26
5

山。山頂では家族連れなどが手作りのお弁当を
楽しんだり、恒例の大江山を題材とした「〇×
クイズ」が
行われるな
ど、 子 ど も
から大人ま
で楽しめる
イベントと
なりました。 池ヶ成公園から山頂をめざす参加者
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種
目

【
大
江
山
縦
走
コ
ー
ス
（
23
・
５
km
）】

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

１
部　
男
子
（
高
校
生
以
上
～
39
歳
以
下
）

２
部　
男
子
（
40
歳
以
上
～
59
歳
以
下
）

３
部　
男
子
（
60
歳
以
上
）

４
部　
女
子
（
高
校
生
以
上
～
39
歳
以
下
）

５
部　
女
子
（
40
歳
以
上
）

【
ち
り
め
ん
街
道
コ
ー
ス
（
10 

km
）】

午
前
10
時
15
分
ス
タ
ー
ト

６
部　
男
子
（
中
校
生
以
上
～
39
歳
以
下
）

７
部　
男
子
（
40
歳
以
上
～
59
歳
以
下
）

８
部　
男
子
（
60
歳
以
上
）

９
部　
女
子
（
中
校
生
以
上
～
39
歳
以
下
）

10
部　
女
子
（
40
歳
以
上
）

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
（
３
・５
km
）】

午
前
10
時
20
分
ス
タ
ー
ト

小
学
生
以
上
の
男
女

参
加
料

【
大
江
山
縦
走
コ
ー
ス
】
５
０
０
０
円

【
ち
り
め
ん
街
道
コ
ー
ス
】
３
５
０
０
円

（
高
校
生
３
０
０
０
円
、
中
学
生
２
０
０
０
円
）

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
】
１
０
０
０
円

申
込
締
切

７
月
26
日
（
金
）
※ 

当
日
付
領
収
印
ま
で
有
効

募
集
定
員

大
江
山
縦
走
コ
ー
ス
の
み
先
着
５
０
０
人

よ
さ
の
大
江
山
登
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
社
会
教
育
課
内
／ 

☎
４
３・９
０
２
６
）

よさの大江山
登山マラソン大会

第
17
回 9 SU

N

AM10:00 START大江山運動公園グラウンド スタート・ゴール

●●●●問 参
加
者
募
集
の
詳
細

大 江山の大自然を舞台に、標高差 800 ｍ、総距離 23.5 ㎞の山岳コース
を駆け抜ける「よさの大江山登山マラソン大会」を開催します。その他、

江戸時代から昭和初期までの町並みが残る「ちりめん街道」を走る10㎞コース、
子どもから大人までご家族一緒に楽しめる 3.5 ㎞のチャレンジコースを準備し
ています。皆さんのご参加をお待ちしています。 大会ホームページ

鳩ヶ峰から鍋塚に向けて山を下るランナー

標高差800メートルを
駆け抜けろ！

15

ゲストランナー

糸井 嘉男さん

与謝野町出身
京都府文化観光大使
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